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１．道路特定事業計画 

道路以外の駅 

前広場、通路 
車道 歩道 

 

【関連事業】 

■道路以外の駅前広場、通路（河川施設など）の整備 

■沿道建築物との一体的なバリアフリー化（段差解消や連続した視覚障害者誘

導用ブロックの設置など） 

■歩行空間の確保 

・看板の撤去 ・はみ出し商品の規制 ・放置自転車の規制など 

【道路特定事業】  ※）生活関連経路の移動等円滑化基準に準じた道路整備 

■バリアフリー化のために必要な道路構造の改良 

・歩道の拡幅 

・路面構造の改善など 

■道路におけるバリアフリー化のための施設・工作物の整備 

・個別的な段差(歩車道境界等の2cmを超える段差)の解消 

・波打ち歩道（基準を超える交差点における切り下げや車乗り入れ部の勾配）の 

解消 

・視覚障害者誘導用ブロックの設置 

・透水性舗装への打替え 

・電線類の地中化 

・乗降しやすいバス乗降場の整備 

・歩行者優先を示す路面標示 

・通行経路の案内標識の設置など 

第３章．特定事業計画 
 

 

 

（１）道路特定事業及び関連事業の考え方 

道路特定事業と関連事業の考え方 

 

 
  

沿道建築物 
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(参考1)「道路の移動等円滑化に関するガイドライン」（R4.6月国土交通省道路局発出） 

1.安全な通行確保のための車両の速度を抑制する対策 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 
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2．歩道のない道路におけるバリアフリー化の対応例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(参考2)振動軽減に配慮したインターロッキング製品の使用 
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(参考3)道路管理者に対する市(都市計画課)としての役割  
(視覚障害者誘導用ブロックについては、実態や当事者意見により整備方針が定まるため、一例と

します。) 

 

 

 

第三次日野市バリアフリー特定事業計画の策定 

特定事業計画に基づく事業実施 

事業実施後の評価・点検 

道路管理者と調整 
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